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利用者負担額は1.3倍

市民が市政を動かした！

負担額の値上げではなく、現状維持を

ホームページを
ごらんください

　バス、市営地下鉄、シーサイドラインを一定額（一部無料）の負担で
何回でも乗車できる敬老パス制度は、70歳以上の横浜市民にとってま
さに“足”。
　横浜市は、昨年５月に「敬老パスあり方検討会」を設置し、敬老パス
制度の見直しを進めてきました。あり方検討会が出した最終答申を受
け、市は昨年12月、バスカード方式やワンコイン方式を導入して、利用
すればする程負担の増える受益者負担の考えや利用上限を設ける案
を打ち出しました。
　ところが、今年になって市は当初案を引っ込め、いまの制度を維持
する方針に転換しました。
　敬老パス負担増問題を考える連絡会が中心になって、老人会などに
も広く呼びかけて集めた「敬老パスの現行制度維持を求める要望書」
には、約2万8000人が署名（１月22日現在）するなど、いまの敬老パス制
度を維持してほしいという市民の大きな声が、市を動かしました。

　市は、利用者負担額を現行の1.3倍程度増加する方針です（下表参照）。
特に、合計所得が250万円以上700万円未満の人は1.6倍もの負担増にな
ります。高齢者の増加に伴って増える市の負担増を、利用者の負担増
でまかなおうという考えです。また、合計所得700万円未満を250万円
を境に２つの利用者負担区分に分けました。
　旭区にお住まいの堀野フクさん（76歳）は「少ない年金、４月から後
期高齢者医療制度などで負担が増える中、これ以上の負担増になる敬
老パスの値上げはやめてほしい」と話されています。

　市は今後、2年後の敬老パスのＩＣカード導入のなかで、利用回数の
上限設定や受益者負担について検討する方針です。
　交通機関のＩＣカード導入は時代の流れですが、同時に敬老パスも
ＩＣカード化しなくてはならないというものではありません。敬老パ
スのＩＣカード化により利用実績の把握が容易になるといいますが、
そのためだけに十数億円から数十億円もシステム開発費をかけてＩＣ
カード化する必要が本当にあるのか、慎重な検討が求められています。
　日本共産党は、負担増をやめさせ、福祉である敬老パスの現行制度を
維持させるよう、みなさんと力を合わせてがんばります。

みなさんの声を
お寄せください TEL045（671）3032  FAX 045（641）7100  E-mail：info@jcp-yokohama.com

横浜市議団で検索

　　　　　　　　
　

　バスや地下鉄に
乗る時ぐらい、気

楽に気持ちよく乗
りたいというのが

私の願いで、

市が｢利用回数に
上限を設ける｣方

式を今回取り下げ

たのは、良かった
と思いました。

「回数を決められ
たら病院にも行き

にくくなる」「役所
に行

くのにバスと地下
鉄を乗り継いでい

るのよ」と、たくさ
んの方々

が書いた署名が報
われました。しかし

、これはＩＣカード

導入までというこ
とです。現行での

負担増も出

されています。引
き続き反対の声を

上げていきます。

生活保護受給者など 無　料

現　行 変更案 対象者数

無　料 約26,600人
(8.4％)

約157,800人
(49.6％)

約93,500人
(29.4％)

約34,700人
(10.9％)

約5,400人
(1.7％)

2500円 3200円
 (+700円）

6500円
 (+1500円）

8000円
 (+3000円）

1万9500円
 (+4500円）

5000円

1万5000円

市民税非課税者

合計所得
250万円未満

同250万円以上
700万円未満

同700万円以上

現行制度現行制度現行制度

　横浜・関内で１月22日、敬
老パス負担増問題を考える連
絡会が中心となって約200人
の市民があつまり、集会を開
きました。寒さ厳しい中、朝
から関内駅前での座り込み、
チラシ配布、集会の後、健康

福祉局、各会派への要請行動と市役所一周のデモ行進を行いま
した。参加者の一人は「大寒という寒い中でも、高齢者は怒り
で燃えている。負担増をストップさせるためがんばろう」と声
をあげました。日本共産党市議団から、中島、関、白井の各議
員が参加し、激励を送りました。

全日本年金者組合

横浜泉支部長 金子信夫さん

市民約200人が
集会・デモ行進



マリンタワー運営事業者の社長から献金

サンディエゴ訪問ドタキャン問題

消防団パーティー券購入

中国語を習いに看護学校へ
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みなさんの願い実現に力を尽くします
    　　   　   法律相談（弁護士が対応します）

市政、法律、交通事故、年金、金融、土地、住宅、教育、その他

●と　き　毎週水曜日午後１～３時

●ところ　市役所内　日本共産党市会議員団控室

●連絡先　1（６７１）３０３２（なお８月はお休みです）

無 料

要予約

　サンディエゴ姉妹都市提携50周年記念と

して、昨年10月26～28日にサンディエゴ市で式典

等の行事が計画され、中田市長も出席の予定でした。

サンディエゴの市民ボランティアで構成される実行委員会が２

年近く式典等の準備を重ねてきました。

　ところが、10月20日にカリフォルニア州で発生した山火事で、

「先方の行政機関等の災害対策活動等へ配慮」し、中田市長は渡米

直前の24日夕になって訪問を中止。市長は同25～28日の間、横浜

でゆずのコンサート鑑賞、東京・六本木で芸能人と会食、札幌で日

本シリーズ観戦。しかし、サンディエゴ市では中田市長の訪問中

止により一部式典を取りやめ、新聞報道によれば実行委員長のビ

ショップさんは｢一方的なキャンセルだった」と語っています。

　中止決定の根拠となったサンディエゴからのメールは、訪問

の中止を求めるものであったのか、解釈が分かれています。

　また、山火事が起こる前の19日か22日に、キャンセル後渡米の

　　　　　　　　　　　　　　　　日程である29日の航

　　　　　　　　　　　　　　　　空券が予約されたと

　　　　　　　　　　　　　　　　の報道もあり、疑惑が

　　　　　　　　　　　　　　　　つきません。

　　　　　　　　　中田市長は、中国や台湾の要人との会話や訪

　　　　　　　 中のために「大都市横浜の市長として中国語の勉

　　　　　 強が必要」と、昨年中国語講座を看護学校で受講しま

した。最初は「公務」ということで市・国際政策室が受講の打診・依

頼を行っていましたが、途中で「自分の勉強ということになるから、

自分のお金で出した方がいい」と、中田市長の「私的」に変更され

ました。

　看護学校は、中田市長の受講について「公務と依頼されたから

受け入れた。プライベートだったら受講は認められない」とし、受

講料の請求書も国際政策室あてです。

　中国語を学ぶのになぜ看護学校なのかという疑問も。市長は、

市役所周辺の学校をいろいろ調べた結果条件にあったのが看護

学校と言っていますが、同学校の中国語講師は中田市長と近しい

中国人。公私の区別のあいまいさがみられます。

　マリンタワーは、営業不振で

2006年末に営業を停止し、その後

横浜市が取得し、耐震工事など31

億円かけて再整備し、市民交流と

観光の賑わいの拠点とする再生

事業が計画されています。

　横浜市が昨年６月に決定した

マリンタワー再生事業の事業者は、

不動産会社として1991年に設立

された会社で、新聞報道によれば、

観光施設運営のノウハウを持つ

ために応募したとされています。

新規参入事業のため、企画力や人

材の不足が普通であり、どうやっ

て事業者決定の決め手となった

提案書を作成し、エフエム横浜などの構成員の会社を募ったので

しょうか。しかも、市は提案書の公開を拒否しています。

　同社の社長とその妻は、2006年３月「中田宏を支える会」に、限

度額の150万円をそれぞれ献金。同年４月に市長選挙、

11月に事業者の公募、そして翌年３月に優先交渉

権者が同社に決定、同６月に同社が事業者とし

て決定されました。

　献金と事業者決定は偶然か？　疑惑は

一層増すばかりです。

　問題となった政治資金パーティ

ーは、中田市長を支援する政治団体

「翔けヨコハマの会」が2004年、05年、

07年に開催した｢横浜を発展させる

集い｣。04、05年だけで総額3,565万円

が中田ひろし事務所に寄付されて

います。

　市内21消防団のうち、2004年に

11団116万円分、05年に12団が111万

円分、07年に１団が５万円分のパー

ティー券を消防団会計で購入しま

した。その際、一部の消防職員が購

入の事務手続きを行っています。

　消防団会計は、市が交付する活動奨励費と県消防協会の交付金、

市防災協会の助成金で、税金と公費が収入源です。活動奨励費は

2004年度が１億3700万円、05年度は１億3500万円が交付され、消防

団会計の多くを占めています。いわば｢活動奨励費｣という税金で

まかなわれており、税金が流用されたといえます。

　　　　　背景には、市職員が市長の顔色をうかがっているとい

　　　　　　　　う体制があります。消防団以外にも、市から補助

　　　　　　　　　金などを交付されている団体で同様なことが

　　　　　　　　　　起きていなかったのか懸念されますが、市

　　　　　　　　　　　長は他の部門は調査しないとしています。

　昨年の市議選
直前、中山大輔

市議（民主）

の「市長、看護学
校行っているん

ですか」の

一言から、小幡
正雄副議長(当

時)に呼び出

され、中華街のド
ンといわれる中

国人(看護

学校講師)から
中山氏への「誓

約書」強要が

始まりました。
中山氏は、「中田

は相当怒っ

ています。一筆書
くまで引かない

」と言われ、

選挙応援のこと
もあり、やむな

く「誓約書」

を書いたと述べ
ています。

問われる政治倫理

た。

　

中の

強が必要

　　　　　　　　　　

中田宏横浜市長が関わる様々な問題が、
週刊誌や新聞などをにぎわしています。
　真相は？責任の所在は？…日本最大の
政令市の首長として、政治倫理が

問われています。

毎年正月に行われる出初式。
消防団の晴れの舞台です。

中田市長が中国語講座に通った社会
保険横浜看護専門学校(横浜市南区）

山火事前にキャンセル
後の日程の航空券が予
約されたという旅行代
理店(横浜市中区）

開港百周年記念事業で建設され
た横浜マリンタワー。市民から
の公募で愛称が決まり、市民が
名付け親です。
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